
2026年11月4日（水）–12月27日（日）
開館時間： 9:30–16:30（入館は16:00まで）　休館日： 月曜日、火曜日（平日・祝日にかかわらず）
観覧料： 一般400円／大学生300円

主催：伊谷純一郎生誕百年記念事業組織委員会／京都大学総合博物館　
後援：生態人類学会／日本霊長類学会／日本アフリカ学会　協力：公益財団法人日本モンキーセンター／野外民族博物館リトルワールド　助成：一般社団法人東京倶楽部

京都大学総合博物館

障害者手帳等をお持ちの方とその付き添いの方1名／ 70歳以上または18歳未満の方／小学生、中学生、高校生／京都府下の大学に在籍する学生／京都大学の学生・教職員
以下の方々は観覧料無料（証明書類をご提示ください）

伊谷純一郎生誕百年記念  京都大学総合博物館2026年度特別展
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人類学者・伊谷純一郎は野生の眼と心をもっていた天性のフィールドワー
カーであり同時に自然について深い洞察をおこなった「歩く思想家」でも
ありました。その伊谷純一郎の学問的業績に対して人類学の最高の栄誉
とされるトーマス・ハックスリー記念受章メダルが授与されました。

この展示は伊谷純一郎が開拓し牽引してきた学問の世界を紹介するもの
です。登場するのは過酷な自然、時に慈悲をもたらす自然に生きる霊長類、
アフリカの狩猟採集民・焼畑農耕民・遊牧民の世界であります。この世界
を伊谷純一郎は自らの足で歩き観察し、そしてその折の思索をフィールド
ノートに書き続けてきました。そのフィールドノートは四百数十冊に及ぶの
でありますが、今回その一部も公開します。あわせて、遺された原稿、写真、
狩猟採集民や焼畑農耕民また遊牧民などの伊谷純一郎が収集した物質
文化資料や昆虫標本なども展示し、その足跡を辿ります。

この展示を通じて伊谷純一郎が惚れ込んだ厳しくも豊かな自然に生きる
霊長類や人びとの世界の魅力を紹介できれば後進の我々の最大の喜び
であります。

伊谷純一郎生誕百年記念事業組織委員会

伊谷純一郎生誕百年記念
京都大学総合博物館2026年度特別展

野生の眼、野生の心
自然の探究者 伊谷純一郎

京都大学総合博物館
www.museum.kyoto-u.ac.jp

〒606-8501
京都市左京区吉田本町
info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp
※関連イベントについてはお答えできません。

［アクセス］
市バス停留所「百万遍」より徒歩約2分
京阪電車「出町柳駅」より徒歩約15分
駐車場がありませんので、
公共交通機関をご利用ください。

公開シンポジウム

場所： 京都大学稲盛財団記念館 3F大会議室（京都市左京区吉田下阿達町46）
日時： 2026年12月５日（土） 13:00–17:00（開場12:30）

「霊長類学と生態人類学、アフリカ地域研究の創成と展開」
霊長類学、生態人類学、アフリカ地域研究の専門家４人が登壇し、それぞれの学問分野の到達点を確認し未来への展望を議論します。
またこの発表にそれぞれの分野の専門家４人がコメントを行います。詳しくは伊谷純一郎生誕百年記念事業HPをご確認ください。

公開シンポジウム・公開セミナーに関するお問い合わせ：

公開セミナー

場所： 京都大学総合博物館 北館3F講演室
日時： 2026年11月7日（土） 13:30–15:30（開場13:00）
 「サルに『平等』の起源をさぐる：伊谷さんの人類進化論再考」 鈴木滋（龍谷大学国際学部教授）

 2026年11月14日（土）  13:30–15:30（開場13:00）
 「アフリカ牧畜民の暮らし：伊谷さんが出会った呵責なき人々」 曽我亨（弘前大学人文社会科学部教授）

 2026年11月21日（土）  13:30–15:30（開場13:00）
 「私とアフリカ：伊谷さんの磁力に引かれて」 木村大治（京都大学名誉教授）

本セミナーは高校生や大学生を主たる対象として、霊長類学、生態人類学、アフリカ地域研究の専門家が伊谷純一郎の創始した霊
長類学や生態人類学の意義と魅力を伝えると同時に、先生の思想を広く発信することで人材育成を目指します。詳しくは伊谷純一郎生
誕百年記念事業HPをご確認ください。

 参加費無料・申込不要

 参加費無料（ただし博物館の観覧料は必要）
 申込不要・定員70名（満席になった場合は入場をお断りしますので予めご承知おきください）

伊谷純一郎生誕百年記念事業組織委員会
itani100correspondence@tufs.ac.jp
https://jinrui.zool.kyoto-u.ac.jp/itani100/ 伊谷純一郎生誕百年記念事業HP

伊谷純一郎が描いたスケッチ

伊谷さんは広大無辺のミオンボ林を双眼鏡とフィールドノートを携え
自らの足をたよりに数千キロ歩き回った。

関連イベント

伊谷純一郎の双眼鏡 伊谷純一郎のフィールドノート

※掲載内容は変更される場合があります。最新情報はHP
をご確認ください（展示→京都大学総合博物館HP／
関連イベント→伊谷純一郎生誕百年記念事業HP）


